
２

次
の
規
定
は
、
仮
定
の
損
傷
の
範
囲
及
び
性
質
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

.1

船
側
損
傷

.2

横
方
向
範
囲
（
tc
）（
夏
期
満
載
喫
水
線
の
水
平
面
に
お
い
て
中
心
線
に
対
し
直
角
に
船
側
か
ら
内
方
に
測

る
。）Ｂ
ii

５
メ
ー
ト
ル
又
は
十
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
長
さ

.3

垂
直
方
向
範
囲
（
vc
）
限
定
な
し
に
中
心
線
に
お
い
て
船
底
外
板
の
モ
ー
ル
デ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
か
ら
上
方

.1

縦
方
向
範
囲
（
lc
）
１
３

L
２
３

メ
ー
ト
ル
又
は
十
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
長
さ

.2

船
底
損
傷

船
首
垂
線
か
ら
〇
・
三
Ｌ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部

分

船
舶
の
そ
の
他
の
部
分

.2

横
方
向
範
囲
（
ts
）

Ｂ
ii

６
メ
ー
ト
ル
又
は
十
メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ

か
小
さ
い
方
の
長
さ

Ｂ
ii

６
メ
ー
ト
ル
又
は
五
メ
ー
ト

ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
長
さ

.3

基
線
か
ら
の
垂
直
方
向
範
囲
（
vs
）

中
央
線
に
お
け
る
船
底
の
モ
ー

ル
デ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
か
ら
測
つ

て
Ｂ
ii

15
メ
ー
ト
ル
又
は
六

メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い

方
の
長
さ

中
央
線
に
お
け
る
船
底
の
モ
ー
ル

デ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
か
ら
測
つ
て

Ｂ
ii

15
メ
ー
ト
ル
又
は
六
メ
ー
ト

ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
長
さ

い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
長
さ

ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
長
さ

１
３

L
２
３

メ
ー
ト
ル
又
は
十
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の

１
３

L
２
３

メ
ー
ト
ル
又
は
五
メ
ー
ト

.1

縦
方
向
範
囲
（
ls
）
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船
側
か
ら
tc
未
満
又
は
船
底
か
ら
vs
未
満
の
位
置
に
あ
る
貨
物
タ
ン
ク
を
通
る
管
に
は
、
そ
の
管
が
い
ず
れ
か
の

貨
物
タ
ン
ク
に
連
結
し
て
い
る
場
所
に
弁
（
こ
れ
に
類
似
す
る
器
具
を
含
む
。）を
備
え
る
。
こ
の
弁
は
、
タ
ン
ク
に

貨
物
油
が
あ
る
と
き
は
、
航
海
中
閉
じ
て
お
く
。
た
だ
し
、
船
舶
の
ト
リ
ム
の
調
整
の
た
め
に
貨
物
油
を
移
し
替
え

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

こ
の
規
則
は
、第
一
規
則
28.8
に
定
義
す
る
二
千
十
年
一
月
一
日
以
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

第
二
十
七
規
則

非
損
傷
時
復
原
性

１

載
貨
重
量
五
千
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
で
あ
つ
て
第
一
規
則
28.7
に
定
義
す
る
二
千
二
年
二
月
一
日
以
後
に
引
き

渡
さ
れ
た
も
の
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
良
好
な
操
作
上
の
手
順
に
よ
る
貨
物
及
び
バ
ラ
ス
ト
の
積
載
（
液
体
の
積

替
え
操
作
の
中
間
段
階
を
含
む
。）が
最
悪
の
状
態
の
下
で
の
い
か
な
る
航
行
喫
水
に
あ
つ
て
も
、
次
の
1.1
及
び
1.2
に

規
定
す
る
非
損
傷
時
復
原
性
の
規
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
す
べ
て
の
状
態
に
お
い
て
、
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク

は
、
半
載
状
態
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

.1

港
内
に
お
い
て
は
、
横
傾
斜
角
〇
度
に
お
い
て
測
ら
れ
た
自
由
表
面
に
よ
り
補
正
さ
れ
た
初
期
メ
タ
セ
ン
タ
高

さ
GMo
は
、
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

.2

海
上
に
お
い
て
は
、
次
の
規
準
を
適
用
す
る
。

.1

復
原
て
こ
曲
線
（
Ｇ
Ｚ
曲
線
）
下
の
面
積
は
、
横
傾
斜
角
θ
が
三
十
度
ま
で
は
〇
・
〇
五
五
メ
ー
ト
ル
・
ラ

ジ
ア
ン
以
上
と
し
、
ま
た
、
横
傾
斜
角
θ
が
四
十
度（
浸
水
角
θf
が
四
十
度
未
満
の
場
合
に
は
当
該
侵
水
角
θf
）

ま
で
は
〇
・
〇
九
メ
ー
ト
ル
・
ラ
ジ
ア
ン
以
上
と
す
る
。
さ
ら
に
、
復
原
て
こ
曲
線
（
Ｇ
Ｚ
曲
線
）
下
の
面
積

は
、
横
傾
斜
角
θ
が
三
十
度
と
四
十
度
（
浸
水
角
θf
が
四
十
度
未
満
の
場
合
に
は
当
該
浸
水
角
θf
）
と
の
間
に

お
い
て
は
、
〇
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
・
ラ
ジ
ア
ン
以
上
と
す
る
。

.2

復
原
て
こ
Ｇ
Ｚ
は
、
横
傾
斜
角
三
十
度
以
上
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

.3

復
原
て
こ
の
最
大
値
は
、
二
十
五
度
以
上
の
横
傾
斜
角
（
可
能
な
限
り
、
三
十
度
を
超
え
る
も
の
と
す
る
。）

に
お
い
て
生
ず
る
。

.4

横
傾
斜
角
〇
度
に
お
い
て
測
ら
れ
た
自
由
表
面
に
よ
り
補
正
さ
れ
た
初
期
メ
タ
セ
ン
タ
高
さ

GMo
は
、
〇
・
一

五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
要
件
は
、
設
計
に
よ
る
方
法
に
よ
つ
て
満
た
す
も
の
と
す
る
。
兼
用
船
に
つ
い
て
は
、
簡
単
及
び

補
足
的
な
操
作
手
順
が
認
め
ら
れ
る
。

３

２
に
規
定
す
る
液
体
の
積
替
え
操
作
の
た
め
の
簡
単
及
び
補
足
的
な
操
作
手
順
は
、
船
長
が
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
書
面
に
よ
る
手
順
で
あ
つ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
を
い
う
。

.1

主
管
庁
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

.2

貨
物
タ
ン
ク
及
び
バ
ラ
ス
ト
・
タ
ン
ク
が
、
液
体
の
積
替
え
及
び
貨
物
密
度
の
範
囲
が
い
か
な
る
特
別
の
状
態

の
下
に
お
い
て
も
、
半
載
状
態
で
あ
り
、
か
つ
、
復
原
性
の
規
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

半
載
状
態
の
タ
ン
ク
は
、
規
準
を
満
た
す
限
り
、
液
体
の
積
替
え
操
作
中
に
そ
の
状
態
を
変
更
し
及
び
い
か
な
る

組
合
せ
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

.3

液
体
の
積
替
え
操
作
を
担
当
す
る
職
員
が
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

.4

貨
物
及
び
バ
ラ
ス
ト
の
積
替
え
操
作
の
計
画
さ
れ
た
手
順
を
定
め
る
こ
と
。

.5

図
表
に
よ
る
復
原
性
の
規
準
を
使
用
し
て
、
達
成
さ
れ
た
復
原
性
と
要
求
さ
れ
た
復
原
性
と
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

.6

担
当
の
職
員
に
広
範
な
数
学
的
計
算
を
要
求
し
な
い
こ
と
。

.7

非
損
傷
時
復
原
性
の
基
準
値
か
ら
逸
脱
す
る
場
合
及
び
非
常
事
態
の
場
合
に
担
当
の
職
員
が
と
る
べ
き
是
正
措

置
を
定
め
る
こ
と
。

.8

承
認
さ
れ
た
ト
リ
ム
及
び
復
原
性
の
冊
子
、
貨
物
及
び
バ
ラ
ス
ト
の
積
替
え
の
制
御
場
所
並
び
に
復
原
性
の
計

算
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
明
確
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
。

第
二
十
八
規
則

区
画
及
び
損
傷
時
復
原
性

１

総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
で
あ
つ
て
第
一
規
則
28.2
に
定
義
す
る
千
九
百
七
十
九
年
十
二
月
三
十

一
日
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
は
、
貨
物
の
密
度
並
び
に
船
舶
の
ト
リ
ム
及
び
強
度
に
応
じ
た
実
際
的
な
部
分
積
載

状
態
又
は
満
載
状
態
に
お
け
る
い
か
な
る
航
行
喫
水
に
あ
つ
て
も
、
２
に
定
め
る
仮
定
の
船
側
損
傷
又
は
船
底
損
傷

の
下
に
お
い
て
３
に
定
め
る
区
画
及
び
損
傷
時
復
原
性
の
規
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
船
側
損
傷
又
は
船
底
損

傷
は
、
船
舶
の
次
の
位
置
に
つ
い
て
仮
定
す
る
。

.1

長
さ
（
Ｌ
）
二
百
五
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
タ
ン
カ
ー
に
お
い
て
は
、
船
舶
の
長
さ
方
向
の
あ
ら
ゆ
る
位
置

.2

長
さ
（
Ｌ
）
百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
タ
ン
力
ー
に
お
い
て
は
、
後
部
に
あ
る

機
関
区
域
の
前
後
の
い
ず
れ
か
の
境
界
と
な
る
隔
壁
を
含
む
位
置
を
除
く
ほ
か
、
船
舶
の
長
さ
方
向
の
あ
ら
ゆ
る

位
置
。
機
関
区
域
は
、
単
一
の
可
浸
区
画
室
と
し
て
取
り
扱
う
。

.3

長
さ
（
Ｌ
）
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
タ
ン
カ
ー
に
お
い
て
は
、
機
関
区
域
を
除
く
ほ
か
、
隣
接
す
る
二
の
横

置
水
密
隔
壁
の
間
に
お
け
る
船
舶
の
長
さ
方
向
の
あ
ら
ゆ
る
位
置
。
長
さ
（
Ｌ
）
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
タ
ン
カ
ー

で
あ
つ
て
そ
の
航
行
性
能
を
著
し
く
害
す
る
こ
と
な
し
に
は
３
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
、
主
管
庁
は
、
３
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
貨
物
タ
ン
ク
に
油
（
油
性
残
留
物
を
除

く
。）を
積
載
し
て
い
な
い
場
合
の
バ
ラ
ス
ト
状
態
は
、
考
慮
し
な
い
。

.3

2.2.1
及
び

2.2.2
に
定
め
る
最
大
の
範
囲
よ
り
も
小
さ
い
範
囲
の
損
傷
が
一
層
重
大
な
状
態
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、

そ
の
小
さ
い
範
囲
を
考
慮
す
る
。
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